
実　績

％ 達成率 40 68

1,209 2,048

無

無
情報誌等の発行

規制を受ける環境法令等

緊急事態

⑦
環境
影響

有益な
環境影響

有害な環境影響
を及ぼす原因活動

生涯学習推進センター所長　倉富　恵理子評価日 H28.8.19 評価者職氏名

⑤
成
果

　 項目名 項目説明

成果指標 主催事業参加者 主催事業参加者数

目標達成状況 どれだけ目標に近づいているかを達成率として示しています

④
実
績

項目名 項目説明

団体活動実績

会議 会議数

主催講座、事業 主催講座、事業数

現状維持 縮小 終了

H28見込み 将来目標

2525

900

（（ 人）

目標値 3,000

5,750

0.00人）

団体の活動費の総額 1,061

（非常勤特別職員）　　　　（臨時的任用職員）

回

904

主催事業参加者

26 29

人

≪会計種別≫

補助金支出額予算現額 900

③
経
　
　
　
費

一般会計 平成

補助額決算　（見込み含む）

（ 0.00

団体における実施
事業の概要

単位

団体への加盟数

補助開始の背景

36
人

分野別計画・指針

総合計画の体系 章 教育・文化・スポーツ

関連・類似事業

年度 →開始年度　　　平成

事業コード
生涯学習を進める所沢市民会議補助金

平成 28

810602

①事務事業名

8

部課コード 810600 ℡ 一般会計

年度事務事業評価表（団体運営費補助用）　　　　　
担
当
部
課終了年度　　　平成 年度

生涯学習推進センター

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 総務グループ

根拠法令 生涯学習をすすめる所沢市民会議補助金交付要綱

体力つくり市民会議交付金、レクリエーション協会交付金

基本
方針

900

26 年度 （千円）

「生涯学習まちづくりフォーラム」、講座「ところ学のすすめ」、講演会「名人・達人に聞く会」の開催、生涯学習情報紙「自遊
学」の発行（年３回）、ホームページの開設等

平成 27 年度

学習機会の充実生涯学習節

団体活動の自主性
自主性は
高い

ある程度
自主的である

自主性は
低い

主催事業参加者数

人）

第１次生涯学習推進計画に基づき、生涯学習をすすめるための行政の横断組織である所沢市生涯学習推進本部の設置と同時に、市民が主
体となって生涯学習をすすめるための市民組織である「生涯学習をすすめる市民会議」を設置し、その活動を積極的に支援するため、市が財
政補助を行った。

17

3,000 3,000

20%以下

26

25 25

Ｈ

2,0481,209

将来目標

3,000

「実績」
縮小図る

↑どちらかを
チェックしてください

「実績」
拡大図る

3,000

（千円）28 年度

23回

単位 Ｈ 26

単位

人

②
事
　
業
　
の
　
内
　
容

補助の目的（どのよ
うな効果を目指して
いるか）

本市生涯学習の推進を市民の立場から行う同団体の活動を支援することを目的とする。

Ｈ

（千円） 平成

27

市民が主体となって所沢市の生涯学習をすすめる組織として生涯学習の普及・啓発活動に貢献してきたところであるが、２４年度からは郷土所沢を知り、愛着
を持ち、自らまちづくりを目指す人材を育てていくことを目的に講座「ところ学のすすめ」を実施し。２６年度からは更に郷土の知の発掘、継承、伝承をめざして
新たな事業「名人・達人に聞く会」を開始し事業を軌道に乗せ、市民自らの手で学びの成果を活かせるまちづくりをめざしている。

61%～80% 41%～60% 21%～40%

人 6,279 0.56人

（ 0.00人）

⑥
評
　
　
　
　
価

評
価
項
目

事業費に占める補助金の割合 81%以上

補助の方向性 拡大

評
価
理
由

事業費合計 7,179

正規職員人件費 0.72 4,850

900

27Ｈ

H28目標値

3,000

900


